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　平成 24 年度中堅者教育研修を受講し、自己課題を立
案・実施・評価する過程の中で、私は多くのことを学ぶ
ことができた。
　研修ではリーダーシップを発揮するうえでの自己の特
性を知る事ができ、知識を深め、全国から集まった受講
者との意見交流から多くの学びを得て、理論的・倫理的
思考能力を高める事が出来た。
　研修終了後、後輩指導、特にプリセプティとの関わり
を通して、中堅者としての能力向上を目的とした自己課
題を設定した。
　半年間の実践期間には、未熟だったアサーションスキ
ルの向上、PM 理論によるところの集団維持機能（M 機
能）の発達、自己啓発を目標とした取り組みを毎日意識
的に行った。
　日々の実践では、まずプリセプティへの声掛けと見守
りを重視して行った。そして、教育的関わりの中で、そ
の教育内容、話法や態度、思考過程などについて自己の
振り返りを行った。他のスタッフの協力も得ながら、プ
リセプティの反応や成長の度合いを理論的・倫理的に検
討・考察し、その後の関わり方や指導内容等の具体策を
決定し実践した。実践中は看護師長やプリセプターエイ
ドの助言を得て、実践内容と評価が主観に固執しないよ
うにした。また、積極的な院内外研修や学習会への参加
により自己啓発に努めた。

　結果、研修受講前と自己課題を達成した後を比較する
と、コミュニケーション能力、リーダーシップ能力、マ
ネジメント能力、倫理的思考能力の向上が成されたと自
己評価する事ができ、他者評価も受けることができた。
また以前よりも、経験的要素に理論的・倫理的要素を
加えた手術看護実践が可能になった。このような結果を
生み出したのは、理論を基にした意図的なコミュニケー
ションの実践と、対象の多角的な理解だと考える。ま
た、日々自己の発展を意識していたことが能力の向上に
繋がったと考える。後輩への教育・指導の場面を通して
の自己の発展は、対象を理解し自己を振り返り、その過
程の中で自己発展への方向性を見出すことで、実現でき
ると考える。
　中堅者研修を受講することで、私は自らを発展させる
ための方向性を知り、方法を学び、取り組むことが出来
た。未だ中堅者として未熟な部分も多く、新たな学びが
多い毎日であるが、今回の学びを活かし、質の高い手術
看護の提供に繋げていきたいと考える。
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